
序

私
は
技
術
者
と
し
て
海
軍
に
勤
務
中
そ
の
全
期
間
を
通
じ
、
徳
山
海
軍
燃
料
廠
に
関
与
し
、
特
に
終
戦
時
に
は
廠
長
と
し
て
其
の

最
後
を
見
届
け
た
の
で
、
徳
山
は
第
二
の
故
郷
と
考
え
て
い
る
。
此
度
海
軍
と
全
く
関
係
の
無
か
っ
た
徳
山
大
学
総
合
経
済
研
究
所

の
脇
英
夫
氏
を
中
心
に
し
て
『
徳
山
海
軍
燃
料
廠
史
』
を
編
纂
さ
れ
た
事
に
対
し
い
た
く
感
激
し
、
満
腔
の
敬
意
を
表
す
る
次
第
で

あ
る
。

徳
山
海
軍
燃
料
廠
は
「
燃
料
の
メ
ッ
カ
」
と
し
て
終
始
我
が
国
の
燃
料
界
を
指
導
す
る
地
位
に
あ
っ
た
が
、
其
の
活
動
に
は
大
別

し
て
三
つ
の
段
階
が
あ
っ
た
。
そ
の
第
一
は
煉
炭
時
代
、
第
二
は
重
油
時
代
、
第
三
は
航
空
燃
料
時
代
で
あ
っ
た
。

煉
炭
の
問
題
は
武
田
秀
雄
海
軍
中
将
が
そ
の
生
涯
を
か
け
て
の
研
究
努
力
の
結
果
、
明
治
三
十
八
年
に
徳
山
の
海
軍
煉
炭
製
造
所

の
設
立
を
以
て
完
結
し
た
。
重
油
時
代
に
対
応
し
、
・
大
正
十
年
に
は
海
軍
燃
料
廠
へ
改
組
さ
れ
、
煉
炭
部
・
製
油
部
及
び
研
究
部
の

三
作
業
部
が
置
か
れ
、
重
油
に
対
し
て
は
差
し
当
り
備
蓄
の
方
針
が
採
ら
れ
、
主
と
し
て
製
油
部
が
こ
れ
に
当
り
、
研
究
部
は
恒
久

対
策
と
し
て
低
温
乾
溜
の
研
究
に
主
力
を
注
ぎ
、
後
石
炭
液
化
の
研
究
に
移
行
し
た
。

私
が
海
軍
燃
料
廠
製
油
部
々
員
と
し
て
徳
山
に
赴
任
し
た
の
は
昭
和
二
年
六
月
で
あ
っ
た
が
、
時
既
に
航
空
燃
料
の
生
産
が
開
始

さ
れ
て
居
り
、
爾
来
終
戦
に
至
る
迄
、
私
の
任
務
は
航
空
燃
料
と
の
戦
い
で
あ
っ
た
。
昭
和
十
年
十
一
月
海
軍
省
軍
需
局
々
員
に
補

せ
ら
れ
、
軍
用
燃
料
の
調
達
を
担
当
し
、
国
防
の
重
責
を
担
う
こ
と
に
な
っ
た
が
、
そ
の
最
大
の
難
関
は
航
空
燃
料
に
在
っ
た
。
北



米
合
衆
国
は
豊
富
な
石
油
資
源
と
勉
大
な
石
油
産
業
に
恵
ま
れ
、
航
空
燃
料
の
取
得
は
既
存
の
民
間
企
業
に
依
存
す
る
こ
と
が
出
来

た
が
、
我
が
国
で
は
限
ら
れ
た
資
源
を
活
用
し
独
自
の
製
造
方
法
を
研
究
し
工
業
化
す
る
の
外
無
か
っ
た
。
こ
れ
が
完
遂
の
た
め
最

大
の
急
務
は
研
究
機
関
の
拡
充
で
あ
っ
た
。
大
船
に
海
軍
燃
料
廠
実
験
部
を
置
き
、
逐
次
研
究
部
を
同
所
に
移
転
し
燃
料
等
の
研
究

実
験
を
主
務
と
す
る
燃
料
廠
と
し
て
独
立
発
展
を
図
り
、
ま
た
多
数
の
燃
料
技
術
者
を
確
保
す
る
た
め
主
と
し
て
化
学
系
の
学
生
を

技
術
士
官
と
し
て
採
用
の
方
途
を
講
じ
た
。
徳
山
の
研
究
部
及
び
大
船
の
海
軍
燃
料
廠
の
研
究
成
果
は
総
て
徳
山
の
燃
料
廠
で
工
業

装
置
と
し
て
設
計
、
建
設
運
転
の
上
、
技
術
の
完
成
を
図
っ
た
。
か
く
て
所
要
技
術
の
開
発
並
に
取
得
の
見
通
し
を
得
て
、
四
日
市

に
海
軍
所
要
の
燃
料
及
び
潤
滑
油
等
を
生
産
す
る
大
燃
料
廠
が
計
画
さ
れ
、
海
軍
の
具
体
的
燃
料
対
策
は
そ
の
緒
に
つ
い
た
の
で
あ

っ
た
。
以
上
に
示
す
通
り
、
徳
山
は
真
に
海
軍
の
燃
料
技
術
の
発
祥
地
で
あ
っ
た
。

こ
の
徳
山
の
燃
料
廠
に
あ
っ
て
、
海
軍
燃
料
界
に
偉
大
な
貢
献
を
さ
れ
た
人
物
と
し
て
既
に
述
べ
た
武
田
秀
雄
海
軍
中
将
の
外
、

次
の
諸
官
の
名
前
を
挙
げ
た
い
。

河
瀬
眞
海
軍
少
将
は
研
究
部
の
基
礎
を
築
き
、
多
数
の
研
究
者
を
育
成
さ
れ
た
。

京
都
帝
国
大
学
の
小
松
茂
博
士
は
燃
料
廠
開
設
の
当
初
よ
り
終
戦
に
至
る
迄
、
燃
料
廠
顧
問
と
し
て
研
究
の
指
導
に
当
ら
れ
、
博

士
の
指
導
に
依
り
、
学
位
を
得
た
人
は
十
五
人
の
多
き
に
及
ん
だ
。

別
府
良
三
海
軍
中
将
は
徳
山
海
軍
燃
料
廠
で
各
種
重
要
技
術
の
開
発
を
指
導
し
、
四
日
市
第
二
海
軍
燃
料
廠
及
び
台
湾
高
雄
第
六

海
軍
燃
料
廠
の
建
設
に
当
ら
れ
た
。

嘉
納
吉
彦
海
軍
大
佐
は
徳
山
の
勤
務
を
経
て
航
空
技
術
廠
発
動
機
部
に
て
航
空
燃
料
及
び
潤
滑
油
の
実
用
実
験
を
行
い
、
そ
の
研

究
並
び
に
生
産
に
寄
与
す
る
所
が
尽
大
で
あ
っ
た
。

以
上
要
す
る
に
徳
山
の
海
軍
燃
料
廠
は
日
本
海
軍
燃
料
の
総
て
の
ル
ー
ツ
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
燃
料
技
術
の
上
で
我
が
燃
料



界
全
般
に
寄
与
し
た
と
こ
ろ
砂
く
な
い
。

今
回
か
つ
て
の
燃
料
廠
所
在
地
の
大
学
で
あ
る
徳
山
大
学
総
合
経
済
研
究
所
に
お
い
て
、
地
元
所
在
の
史
料
や
、
地
元
に
在
住
す

る
旧
職
員
の
証
言
等
も
資
料
に
加
え
て
、
海
軍
燃
料
廠
三
代
に
亘
る
歴
史
を
調
査
研
究
さ
れ
、
刊
行
さ
れ
る
こ
と
は
、
極
め
て
意
義

深
く
、
付
快
に
堪
え
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

昭
和
六
十
三
年
五
月

液
温
踵
り
三
申
1




